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す
で
に
日
本
全
体
に
お
い
て
人

口
減
少
社
会
が
到
来
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
中
、東
京
圏
（
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
）

で
は
人
口
増
加
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
一
部
で
あ
る
横
浜
市
で
も
同

様
に
増
加
が
続
い
て
い
る
が
、
東

京
圏
内
で
の
人
口
移
動
を
み
る

と
、
近
年
そ
の
動
向
に
変
化
が
み

ら
れ
る
。
横
浜
市
か
ら
川
崎
市
、

東
京
都
区
部
へ
の
転
出
傾
向
が
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
成
10
年
前
後
の
移
動
状
況
を

み
る
と
両
地
域
か
ら
は
転
入
超
過

で
あ
る
が
、
市
民
生
活
白
書
で
も

分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
京
都

区
部
と
は
こ
こ
５
年
間
ず
っ
と
転

出
超
過
で
あ
り
、
川
崎
市
と
は
転

入
超
過
数
が
年
々
減
少
し
、
19
年

に
は
と
う
と
う
転
出
超
過
と
な
っ

て
い
る
。（
本
誌
26
頁
図
１
参
照
）

ま
た
平
成
20
年
中
の
状
況
を
み
て

も
（
図
１
）、
東
京
圏
以
外
の
地

域
か
ら
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
川
崎
市
や
東
京
都
区

部
、
東
京
都
下
（
都
区
部
を
除

く
）、
相
模
原
市
な
ど
の
県
央
地

区
、
平
塚
市
な
ど
の
湘
南
地
区
へ

転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中

で
、
横
浜
市
は
生
活
す
る
場
所
と

し
て
選
ば
れ
、
住
み
続
け
ら
れ
る

都
市
た
り
え
る
の
か―

。

横
浜
市
に
お
け
る
定
住
意
識
と

人
口
移
動
の
現
状
を
、
若
年
層
や

子
育
て
層
を
中
心
に
み
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

近
年
に
お
け
る
横
浜
市
の

人
口
移
動
の
よ
う
す

❶
人
口
の
移
動
数
・
率
の
変
化

高
度
成
長
期
以
降
も
、
横
浜
市

で
は
そ
の
数
の
増
減
は
あ
る
も
の

の
、
転
入
者
数
が
転
出
者
数
よ
り

多
い
転
入
超
過
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
平
成
５
〜

８
年
、
一
時
的
に
転
出
超
過
と

な
っ
た
が
、
そ
の
間
も
自
然
増

な
ど
に
よ
り
人
口
は
増
加
し
て

い
た
。
こ
こ
５
〜
６
年
は
年
間

１
万
５
千
人
程
度
の
転
入
超
過
と

な
っ
て
い
る
が
、
平
成
12
年
以
降

転
入
者
数
、
転
出
者
数
が
と
も
に

図１　東京圏の地域別にみた転入・転出者数［平成20年中］（白書P89　図３－９）

図２　横浜市の年齢別市外転入超過率

転入超過率…各年1月1日現在人口に対する転入超過数（転入数－転出数）の比率

【人口動態と年齢別人口（横浜市行政運営調整局）】
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減
少
傾
向
を
示
し
、
移
動
す
る
人

の
数
自
体
は
減
っ
て
い
る
。
各
年

の
１
月
１
日
現
在
人
口
に
対
す
る

移
動
者
数
の
比
率
で
あ
る
転
入

率
・
転
出
率
も
市
内
・
市
外
と
も

減
少
傾
向
に
あ
り
、
人
の
移
動
の

流
動
性
は
徐
々
に
低
下
し
て
き
て

い
る
。

❷
移
動
率
が
高
い
20
代
と
子
育
て

層
の
転
出

横
浜
市
の
移
動
率
が
減
少
傾
向

に
あ
る
な
か
で
、
年
齢
別
で
は
20

代
前
・
後
半
の
転
入
率
と
20
代
後

半
の
転
出
率
は
こ
こ
数
年
む
し
ろ

増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
最
近
５
年
の
年
齢
別
転

入
超
過
率
を
み
る
と
、
20
代
前
半

の
転
入
超
過
率
が
大
き
く
増
加
し

て
お
り
（
図
２
）、
20
代
前
半
を

中
心
と
し
た
年
齢
層
が
横
浜
に
転

入
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
０

〜
４
歳
、
５
〜
９
歳
で
は
平
成
20

年
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
ほ
ど
減

少
し
て
お
り
、
こ
の
年
代
の
親
や

保
護
者
に
あ
た
る
30
、
40
代
の
子

育
て
を
し
て
い
る
層
が
市
外
に
転

出
す
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

２　

定
住
意
識
の
変
化

❶
定
住
意
向
の
減
少
と
「
わ
か
ら

な
い
」
の
増
加

横
浜
市
民
意
識
調
査
（
以
下
、

意
識
調
査
と
い
う
。）
で
は
、
毎

年「
あ
な
た
は
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
今
の
お
住
ま
い
に
住
み
続
け
る

お
気
持
ち
で
す
か
」
と
質
問
し
て

い
る
。

そ
の
回
答
の
う
ち
「
住
み
続
け

る
」「
た
ぶ
ん
住
み
続
け
る
」
を

定
住
意
向
、「
移
転
す
る
」「
た
ぶ

ん
移
転
す
る
」
を
移
転
意
向
と

し
、｢

わ
か
ら
な
い｣

を
加
え
た

３
つ
に
分
け
、
過
去
15
年
の
現
住

地
へ
の
定
住
意
識
の
変
化
を
み
て

み
る
と
、
平
成
７
年
に
は
定
住
意

向
の
あ
る
人
は
71
％
で
あ
っ
た

が
、
15
年
に
減
少
し
、
21
年
に
は

62
％
と
な
っ
た
（
図
３
）。
こ
の

減
少
傾
向
は
、
年
代
や
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
現
れ
て
い
る
が
、
特
に

40
代
で
は
14
年
の
79
％
か
ら
16
年

に
は
58
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
（
図

４
）。しか

し
、
移
転
意
向
は
７
年
以

降
ず
っ
と
20
％
前
後
で
推
移
し
、

定
住
意
向
が
減
少
し
始
め
た
15
年

以
降
も
増
加
す
る
様
子
は
み
ら
れ

な
い
。
定
住
意
向
が
減
少
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
移
転
意
向
は

増
加
し
な
い―

そ
の
理
由
は
、「
わ

か
ら
な
い
」
の
増
加
に
あ
る
。

そ
も
そ
も
定
住
意
向
は
、
20
代

や
30
代
で
低
く
、
年
齢
が
高
く
な

る
ほ
ど
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、

移
転
意
向
は
そ
の
裏
返
し
で
あ

る
。
ま
た
、
居
住
形
態
別
に
み
れ

ば
（
図
５
）、
持
家
の
場
合
、
戸

建
で
あ
っ
て
も
共
同
住
宅
で
あ
っ

て
も
定
住
意
向
は
高
く
、
借
家
で

は
低
い
。
で
は
、「
わ
か
ら
な
い
」

で
は
ど
う
か
（
図
６
）。
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横浜市民意識調査：昭和47年から毎年実施。
21年度は満20歳以上の市民5000人を対象に郵送留置訪問回収法で実施。回収標本3807、回収率76％。

【横浜市民意識調査】

【横浜市民意識調査】

図５　住居形態別現住地定住意向と移転意向
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「
わ
か
ら
な
い
」
の
推
移
を
年

齢
別
に
み
て
み
る
と
、
移
転
意
向

と
同
様
に
20
代
が
最
も
高
く
、
年

齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
低
い
。
平
成

７
年
か
ら
の
推
移
で
は
、
20
〜
50

代
で
15
年
か
ら
の
数
年
間
大
き
く

増
加
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
40
代

は
14
年
の
４
％
か
ら
18
年
に
は

21
％
に
ま
で
激
増
し
て
お
り
、
前

述
の
40
代
の
定
住
意
向
の
減
少
と

重
な
る
。
ま
た
、
60
代
は
19
年
以

降
特
に
増
加
し
て
10
％
を
超
え
、

70
代
以
上
も
逓
増
し
て
お
り
、
年

代
に
か
か
わ
ら
ず
増
加
傾
向
に
あ

る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
高
齢

者
や
持
ち
家
層
と
い
っ
た
あ
ま
り

移
動
し
な
い
と
思
わ
れ
る
層
で

あ
っ
て
も
定
住
意
向
が
減
少
し
、

「
わ
か
ら
な
い
」
が
増
加
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
先

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い―

就

職
や
結
婚
、
老
後
の
生
き
方
な
ど

に
つ
い
て
の
先
行
き
不
透
明
さ
や

生
活
の
不
安
定
さ
の
現
れ
と
も
思

え
る
。

 

居
住
地
の
選
択
と
住
み
続
け

る
理
由

意
識
調
査
に
よ
れ
ば
「
生
ま
れ

て
か
ら
ず
っ
と
現
住
所
に
住
ん
で

い
る
」
６
％
を
除
き
、
市
民
の
９

割
強
が
、
現
住
地
へ
と
移
動
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
何

を
き
っ
か
け
に
移
転
し
、
何
を
重

視
し
て
移
転
先
を
決
め
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
住
み
続
け
た
い
と
思

う
理
由
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

横
浜
市
を
選
択
し
居
住
し
て
い

る
き
っ
か
け
と
理
由
に
つ
い
て
、

意
識
調
査
を
詳
細
に
み
て
み
よ

う
。

❶
年
齢
ご
と
に
異
な
る
移
動
し
た

き
っ
か
け

現
在
の
住
居
へ
移
動
し
た
き
っ

か
け
で
最
も
多
い
の
は
「
家
・
マ

ン
シ
ョ
ン
の
購
入
」
で
約
４
割
で

あ
る
。
次
い
で
「
結
婚
」
が
14
％
、

「
部
屋
が
狭
い
（
家
族
の
増
加
な

ど
）」
が
13
％
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
17
年
以
降
に
現
住
地
へ
移

動
し
た
人
に
絞
っ
て
年
齢
別
に
移

動
の
き
っ
か
け
を
み
る
と
（
図

７
）、
年
齢
に
よ
り
き
っ
か
け
に

特
徴
が
み
ら
れ
る
。
20
代
で
は

「
就
職
・
転
勤
」、
30
代
で
は
「
結

婚
」
と
「
家
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購

入
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
移
動
が

多
い
。
40
代
、
50
代
で
は
「
家
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
」
が
最
も
多

く
、60
代
で
は
最
も
多
い
の
が「
そ

の
他
」、
次
が
「
特
別
な
理
由
は

な
い
」
で
あ
る
。

❷
移
動
の
き
っ
か
け
と
前
住
地

今
度
は
き
っ
か
け
別
に
前
に
住

ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
（
図

８
）、「
就
職
・
転
職｣

で
は
市
外

か
ら
来
た
人
の
割
合
が
８
割
を
超

え
、
６
割
以
上
は
神
奈
川
県
・
東

京
都
以
外
の
道
府
県
か
ら
移
動
し

て
い
る
。

「
結
婚
」
で
は
市
内
と
市
外
は

0%

20%

40%

60%

80%

100%
そのほかの道府
県・国外

東京都区部を除く
東京都内

東京都区部

川崎市を除く県内
の他市町村

川崎市

横浜市内の別の区

今住んでいるのと
同じ区内

□

特
別
な
理
由
は
な
い

そ
の
他

親
や
子
と
同
居
・

近
隣
に
住
む
た
め

家
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

購
入

部
屋
が
狭
い

（
家
族
の
増
加
な
ど
）

子
ど
も
の
独
立

退
職

結
婚

就
職
・
転
勤

進
学

全
体

図８　移動のきっかけ別前住地

図７　平成17年以降現住地移動者の年齢別移動したきっかけ（複数回答）
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ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
が
、
川
崎
市
、

県
内
、
都
区
部
、
東
京
都
を
含
め

る
と
８
割
が
近
隣
か
ら
移
動
、
ま

た
、「
家
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
」

で
は
69
％
、「
部
屋
が
狭
い
（
家

族
の
増
加
な
ど
）」
で
は
77
％
が

市
内
か
ら
の
移
動
で
、
川
崎
市
、

県
内
、
都
区
部
、
東
京
都
を
含
め

る
と
９
割
以
上
が
横
浜
市
近
隣
か

ら
移
動
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
就
職
や
転
勤
で

は
神
奈
川
・
東
京
以
外
の
道
府
県

か
ら
、
結
婚
で
は
市
内
と
近
隣
か

ら
移
動
し
、
市
内
で
賃
貸
か
ら
持

ち
家
へ
、
あ
る
い
は
家
族
の
変
化

に
応
じ
た
住
替
え
を
し
て
い
る
、

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
見
え
て
く

る
。

❸
現
住
地
選
択
理
由
は
「
交
通
の

便
」
が
最
も
多
い

現
住
地
を
選
択
し
た
理
由
で
最

も
多
い
の
は｢

交
通
の
便
が
よ
い

か
ら｣

で
38
％
、
次
が
「
家
賃
や

住
宅
の
価
格
が
手
ご
ろ
」（
24
％
）、

「
住
ま
い
の
周
辺
が
静
か
だ
か
ら
」

（
22
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
一
般

的
に
は
こ
の
交
通
利
便
性
と
不
動

産
価
格
、
住
ま
い
の
周
辺
の
環
境

が
、
住
居
選
択
時
の
大
き
な
要
素

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
選
択
理
由
は
、
移
動
時

の
年
齢
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

よ
っ
て
も
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
平
成
17
年
以
降
に
現
住

地
へ
移
動
し
た
人
の
年
齢
別
現

住
地
選
択
理
由
を
み
る
と
（
図

そ
の
他

賑
わ
い
や
活
気
が

あ
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図９　平成17年以降移動者の年齢別現住地選択理由（複数回答）

図10　年齢別市内定住理由（複数回答）
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９
）、「
交
通
の
便
」
は
20
〜
60
代

の
各
年
代
で
最
も
重
視
さ
れ
て
い

る
が
、
中
で
も
50
代
で
は
50
％
以

上
と
な
っ
て
い
る
。
20
代
は
意
外

と
低
め
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
寮

や
社
宅
に
住
む
か
ら
」
の
割
合
が

17
％
と
高
い
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
60
代
、
70
代

以
上
で
の
「
日
ご
ろ
の
買
い
物
」

と
「
病
院
・
医
院
が
近
い
」、
30

代
の「
子
育
て
環
境
」、40
代
の「
教

育
環
境
」
が
他
の
年
齢
層
に
比
べ

高
い
の
は
、
そ
の
年
齢
層
に
特
徴

的
な
選
択
要
件
と
い
え
る
。

❹
年
齢
に
よ
り
差
が
あ
る
市
内
定

住
理
由

市
内
定
住
理
由
は
「
持
ち
家
だ

か
ら
」（
53
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
交
通
の
便
」（
42
％
）、

「
横
浜
が
好
き
だ
か
ら
」（
39
％
）

が
続
く
。「
交
通
の
便
」
は
現
住

地
選
択
理
由
で
も
市
内
定
住
理
由

で
も
４
割
前
後
あ
り
、
居
住
地
選

択
に
お
け
る
大
き
な
要
素
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
年
齢
別
で
み
る

と
（
図
10
）、
20
代
は
「
交
通
の

便
」、
30
代
で
は
「
横
浜
が
好
き

だ
か
ら
」、
40
代
以
上
で
は
「
持

家
だ
か
ら
」
が
最
も
多
い
。
20
代

で
は
他
に
「
生
ま
れ
育
っ
た
場
所

だ
か
ら
」
の
割
合
が
高
い
の
が
目

を
引
く
。

ま
た
、「
持
ち
家
だ
か
ら
」「
周

辺
が
静
か
」「
自
然
環
境
が
身
近
」

な
ど
で
は
、
若
年
層
よ
り
高
齢
層

の
ほ
う
が
割
合
が
高
め
で
あ
る
。
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区
別
の
移
動
傾
向
に
よ
る

類
型
化

で
は
、
実
際
の
移
動
は
、
ど
う

で
あ
っ
た
か
。
人
口
・
世
帯
規
模

の
大
き
な
横
浜
で
は
、
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
傾
向
や
特
徴
が
現

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
区
別

に
最
近
５
年
間
（
平
成
16
〜
20

年
）
の
移
動
前
後
の
住
所
地
や
転

出
入
の
傾
向
な
ど
か
ら
、
18
区
を

大
き
く
４
つ
の
タ
イ
プ
（
類
型
地

域
）
に
分
類
し
て
み
た
。

　

な
お
、「
県
内
」
は
川
崎
市
を

除
く
神
奈
川
県
、「
東
京
都
」
は

都
区
部
を
除
き
、「
そ
の
他
」
は

神
奈
川
県
、
東
京
都
以
外
の
道
府

県
で
、
国
外
、
地
域
不
詳
を
含
む
。

❶
遠
方
吸
収
・
市
内
転
出
型

市
中
央
部
に
あ
る
神
奈
川
、

南
、
港
南
、
保
土
ケ
谷
、
旭
、
磯

子
の
６
区
。

市
内
で
の
移
動
の
割
合
が
多

く
、
市
内
他
地
域
へ
転
出
超
過
で

あ
る
。

神
奈
川
県
・
東
京
都
以
外
の
地

域
か
ら
転
入
し
て
い
る
も
の
の
、

市
内
と
近
隣
都
市
（
川
崎
市
、
県

内
、
都
区
部
、
東
京
都
）
に
転
出

し
て
し
ま
い
、
転
出
超
過
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
区
別
で
み
る

と
神
奈
川
、
南
は
転
入
数
の
ほ
う

が
多
く
、
こ
の
型
は
さ
ら
に
転
入

超
過
型
と
転
出
超
過
型
の
２
タ
イ

プ
に
分
類
で
き
る
。

従
業
地
で
は
市
内
の
割
合

（
69
％
）
が
高
く
、
都
区
部
の
割

合
（
20
％
）
が
低
い
。

現
住
地
定
住
意
識
は
63
％
で
あ

り
、
居
住
年
数
が
長
い
人
が
多
く

昭
和
40
年
代
以
前
か
ら
住
ん
で
い

る
人
が
２
割
を
超
え
る
。
反
対
に

居
住
年
数
５
年
未
満
や
10
年
未
満

は
最
も
少
な
い
。

横
浜
生
ま
れ
の
割
合
も
37
％
で

４
類
型
地
域
中
最
も
多
い
。

市
内
定
住
理
由
は
「
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
」「
横
浜
が
好
き
」

が
高
い
。

❷
全
方
位
吸
収
型

西
、
中
、
都
筑
の
３
区
。

全
て
の
地
域
か
ら
転
入
超
過

と
な
っ
て
お
り
、
４
類
型
地
域

中
、
県
内
、
都
区
部
、
東
京
都
に

対
し
て
転
入
者
数
の
ほ
う
が
多
い

の
は
、
こ
の
類
型
地
域
の
み
で
あ

る
。共

同
住
宅
の
割
合
（
65
％
）、

単
独
世
帯
の
割
合
（
35
％
）
が
高

く
、
従
業
地
で
は
区
内
の
割
合

（
41
％
）
が
多
い
。

現
住
地
定
住
意
識
は
61
％
、
居

住
年
数
は
５
年
未
満
が
31
％
、
５

〜
９
年
が
18
％
で
、
あ
わ
せ
る
と

10
年
未
満
が
お
よ
そ
５
割
と
な

り
、
比
較
的
最
近
現
住
地
に
移
動

し
た
人
が
多
い
。

現
住
地
選
択
理
由
は
「
横
浜
が

好
き
だ
か
ら
」
の
ほ
か
「
交
通
の

便
」「
日
ご
ろ
の
買
い
物
」「
子
育

て
環
境
」「
ま
ち
な
み
」「
賑
わ
い
」

な
ど
も
多
い
。

４
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❸
北
部
近
隣
都
市
移
動
型

市
北
部
に
位
置
す
る
鶴
見
、
港

北
、
青
葉
の
３
区
。

川
崎
市
、
都
区
部
、
東
京
都
と

の
移
動
の
割
合
が
高
く
、
市
内
、

県
内
と
の
移
動
の
割
合
が
低
い
。

神
奈
川
県
・
東
京
都
以
外
の
地
域

と
の
移
動
の
割
合
も
高
く
、
全
体

と
し
て
転
入
超
過
と
な
っ
て
い

る
。「就

職
・
転
勤
」
を
き
っ
か
け

に
移
動
し
た
割
合
（
13
％
）
が
他

地
域
よ
り
多
く
、
従
業
地
が
都
区

部
（
34
％
）
の
割
合
が
高
い
。　

共
同
住
宅
の
割
合
（
63
％
）
や

単
独
世
帯
の
割
合
（
34
％
）
も
高

め
で
あ
る
。

現
住
地
定
住
意
識
は
57
％
で
最

も
低
く
、
逆
に
移
転
意
向
が
最
も

高
い
25
％
で
あ
る
。
居
住
年
数

は
、
５
年
未
満
が
26
％
で
、
横
浜

生
ま
れ
の
割
合
は
23
％
と
最
も
少

な
い
。

現
住
地
選
択
理
由
で
は
「
交
通

の
便
」「
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
」
を

評
価
し
て
い
る
割
合
が
多
く
、「
横

浜
が
好
き
だ
か
ら
」
は
最
も
少
な

い
。　

❹
市
内
吸
収
・
県
内
転
出
型

市
西
部
、
南
部
の
市
境
に
位
置

す
る
緑
、
戸
塚
、
栄
、
泉
、
瀬
谷
、

金
沢
の
６
区
。

市
内
と
神
奈
川
県
・
東
京
都
以

外
か
ら
転
入
し
て
き
て
い
る
が
、

近
隣
都
市
へ
は
転
出
し
て
い
る
。

特
に
県
内
と
の
移
動
の
割
合
が
高

く
、
転
出
超
過
で
あ
る
。

従
業
地
は
、
県
内
が
他
に
比
べ

て
高
く
、
川
崎
市
や
都
区
部
の
割

合
が
低
い
。

現
住
地
定
住
意
識
は
、
４
類
型

地
域
中
最
も
高
い
66
％
で
、
25

〜
34
年
前
（
昭
和
50
年
代
）
か

ら
住
み
続
け
て
い
る
人
の
割
合

（
21
％
）
が
高
い
。

持
ち
家
率
（
64
％
）
や
「
家
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
」
で
移
動
し

た
人
の
割
合
（
43
％
）
が
他
地
域

に
比
べ
て
高
く
、「
周
辺
が
静
か
」

「
自
然
環
境
が
身
近
」
が
、
現
住

地
選
択
理
由
で
も
市
内
に
住
み
続

け
る
理
由
で
も
多
く
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
転
出
入
の
傾
向
に

よ
っ
て
18
区
を
４
つ
に
類
型
化
し

た
が
、
こ
れ
は
さ
ら
に
、
主
に
市

内
で
の
移
動
が
中
心
で
あ
る
も
の

（
類
型
地
域
①
、
②
、
④
）
と
川

崎
市
・
東
京
都
な
ど
市
外
の
北
部

方
面
と
の
移
動
が
中
心
で
あ
る
も

の
（
類
型
地
域
③
）
と
に
大
別
で

き
る
。
し
か
し
後
者
は〝
横
浜
市
〞

の
人
口
移
動
と
い
う
よ
り
も
、
東

京
圏
の
人
口
移
動
に
組
み
込
ま
れ

た
一
部
分
と
考
え
る
の
が
自
然
だ

と
も
言
え
よ
う
。

横
浜
市
を
移
動
先
と
し
て
選
択

す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
こ
が
横

浜
市
で
あ
る
の
か
、
東
京
圏
の
ど

こ
か
（
で
あ
る
横
浜
市
）
で
あ
る

の
か
、
そ
の
意
識
の
差
は
、
横
浜

市
の
ど
こ
に
居
住
す
る
の
か
に
少
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な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

こ
こ
で
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た

傾
向
か
ら
類
型
地
域
の
住
居
選
択

意
識
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

①
…
昭
和
40
年
代
以
前
か
ら
現
住

地
に
住
ん
で
い
る
人
の
割
合
が

多
く
、
横
浜
に
愛
着
を
持
っ
て

お
り
、
現
住
地
に
住
み
続
け
る

か
、
移
転
す
る
と
し
て
も
市
内

に
住
む
こ
と
を
選
択

②
…
比
較
的
居
住
年
数
が
短
い
人

の
割
合
が
多
い
が
横
浜
が
好
き

で
、
都
市
的
な
利
便
性
や
賑
わ

い
と
と
も
に
、
ま
ち
な
み
、
子

育
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
要
素
が
評

価
さ
れ
て
い
る

③
…
就
職
・
転
職
を
機
に
移
動
し

た
人
が
多
く
、
交
通
の
便
や
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
重
視
し

て
居
住
地
を
選
択
、
定
住
意
向

は
低
い

④
…
家
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
を

き
っ
か
け
に
転
入
し
た
人
が
多

く
、
周
辺
の
静
け
さ
を
重
視
し

て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
50
年
代

に
現
住
地
に
住
み
始
め
た
人
が

多
く
、
現
住
地
定
住
意
向
が
強

い
。
川
崎
市
を
除
く
県
内
と
の

移
動
の
割
合
が
他
よ
り
多
い

居
住
地
選
択
の
要
素

〜
駅
周
辺
の
人
口
増
減

前
述
の
よ
う
に
、
交
通
の
便
は

年
齢
を
問
わ
ず
居
住
地
の
選
択
理

由
と
し
て
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い

る
が
、
交
通
利
便
性
が
高
い
は
ず

の
駅
周
辺
で
あ
っ
て
も
、
駅
に

よ
っ
て
は
人
口
減
少
が
み
ら
れ
る

地
域
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

意
識
調
査
の
結
果
で
は
通
勤
者
の

６
割
が
電
車
・
地
下
鉄
を
利
用

し
、
ま
た
、
平
成
12
年
と
17
年
に

お
け
る
駅
周
辺
１
㎞
圏
内
に
居
住

す
る
人
口
を
推
計
し
て
み
て
も
、

１
㎞
圏
内
人
口
は
増
加
、
そ
の
伸

び
率
（
６
・
０
％
）
は
市
の
総
人

口
の
伸
び
率
（
４
・
５
％
）
よ
り

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

駅
周
辺
の
人
口
を
、
国
勢
調
査

を
元
に
推
計
し
平
成
12
年
と
17
年

の
人
口
増
減
が
多
い
駅
周
辺
を
示

し
た
図
11
を
み
る
と
、
シ
ー
サ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
一
部
地
域
、
Ｊ
Ｒ
港

南
台
、
東
急
白
楽
で
は
、
駅
周
辺

１
㎞
圏
内
の
人
口
が
減
少
し
、
相

鉄
二
俣
川
、
希
望
が
丘
、
和
田
町

や
地
下
鉄
下
永
谷
、
Ｊ
Ｒ
洋
光

台
、
本
郷
台
な
ど
で
は
よ
り
駅
に

近
い
５
０
０
ｍ
圏
内
で
人
口
が
減

少
し
て
い
た
。
反
対
に
増
加
し
た

の
は
、
新
子
安
〜
横
浜
〜
関
内
・

石
川
町
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
と

地
下
鉄
セ
ン
タ
ー
北
・
セ
ン
タ
ー

南
〜
あ
ざ
み
野
周
辺
エ
リ
ア
、
そ

し
て
Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
周
辺
で
あ
る
。

特
に
関
内
、
石
川
町
、
伊
勢
佐
木

長
者
町
の
各
駅
で
は
半
径
５
０
０

ｍ
圏
だ
け
で
も
２
千
人
以
上
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
人
口
が
増
加
し

て
い
る
エ
リ
ア
は
、
類
型
地
域

②
、
そ
し
て
従
業
地
が
都
区
部
や

東
京
都
の
割
合
が
多
い
地
域
と
ほ

ぼ
重
な
っ
て
い
る
。

人
口
が
増
加
し
て
い
る
駅
周

辺
、
例
え
ば
関
内
地
区
で
は
、
こ

の
時
期
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
急

増
し
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は

平
成
17
年
に
区
画
整
理
事
業
が
完

了
し
て
人
口
流
入
が
進
ん
で
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
含

む
類
型
地
域
②
は
移
動
率
が
高

く
、
人
の
出
入
り
が
盛
ん
で
あ

る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
減
少

し
て
い
る
駅
周
辺
に
よ
っ
て
は
、

人
口
が
流
入
し
た
昭
和
40
〜
50
年

代
以
後
、
当
時
住
み
始
め
た
世
代

の
高
齢
化
や
そ
の
子
世
代
の
独
立

に
よ
る
転
出
、
そ
れ
に
住
居
自
体

の
老
朽
化
な
ど
も
重
な
っ
て
、
人

口
の
流
動
性
が
低
下
し
、
新
た
な

人
口
流
入
が
起
き
な
か
っ
た
、
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
通
勤
に
関
し
て
意
識
調

査
の
片
道
の
通
勤
時
間
の
結
果
を

み
る
と
、
30
分
未
満
が
31
％
、
30

分
〜
１
時
間
未
満
が
32
％
、
１
時

間
〜
１
時
間
30
分
未
満
が
31
％
と

図11　周辺の人口の増減の多い駅

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
希
望
す
る

通
勤
時
間
で
は
５
割
強
が
30
分
未

満
と
回
答
し
て
お
り
、
通
勤
の
利

便
性
を
重
視
し
つ
つ
も
、
最
終
的

に
は
他
の
要
素
と
の
兼
ね
合
い
で

居
住
地
を
決
定
し
て
い
る
と
言
え

る
。駅

が
近
い
と
い
う
優
位
性
が

あ
っ
て
も
、
居
住
す
る
場
所
が
新

た
に
供
給
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
通

勤
時
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
選
択
肢
か

ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。

５
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居
住
地
選
択
の
要
素

〜
子
育
て
層
の
移
動

最
後
に
、
子
育
て
層
の
人
口
移

動
に
つ
い
て
、
子
育
て
期
の
中
心

世
代
で
あ
る
30
代
の
動
向
か
ら
み

て
み
る
。

前
述
の
と
お
り
、
30
代
は
結
婚

や
家
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
な
ど

を
主
な
き
っ
か
け
と
し
て
移
動
し

て
い
る
。
こ
こ
10
年
の
30
代
の
人

口
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
少

子
化
の
中
で
平
成
19
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
し
か

し
、
移
動
を
み
る
と
、
転
入
者
数

は
11
〜
13
年
に
か
け
て
増
加
後
ほ

ぼ
横
ば
い
が
続
き
、
20
年
に
減

少
、
転
出
者
数
は
11
〜
18
年
に
か

け
て
徐
々
に
増
加
し
た
後
、
減
少

傾
向
に
あ
る
（
図
12
）。
こ
の
差

で
あ
る
転
入
超
過
数
は
、
縮
小
傾

向
に
あ
る
も
の
の
依
然
転
入
超
過

と
な
っ
て
い
る
。
30
代
は
、
人
口

総
数
は
減
少
し
て
い
る
と
は
い

え
、
現
在
も
横
浜
市
に
転
入
し
続

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

移
動
前
後
の
住
所
地
別
で
は
、

川
崎
市
を
除
く
県
内
、
都
区
部
を

除
く
東
京
都
へ
の
転
出
が
続
い
て

い
る
。
川
崎
市
と
の
間
で
は
転
出

傾
向
が
強
ま
り
19
年
に
は
転
出
超

過
と
な
っ
た
が
、
20
年
は
転
入
超

過
に
転
じ
、
都
区
部
に
対
し
て
も

19
年
以
降
は
転
入
超
過
で
あ
る
。

そ
の
他
の
地
域
と
は
転
入
超
過
が

続
い
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
遠

方
か
ら
転
入
、
近
隣
へ
転
出
と
い

う
動
き
が
見
て
取
れ
る
（
図
13
）。

ま
た
、
意
識
調
査
か
ら
、
平
成

17
年
以
降
の
移
動
者
で
第
一
子
が

小
学
校
入
学
前
、
小
学
校
在
学

中
、
中
学
校
在
学
中
で
あ
る
子
育

て
層
の
現
住
地
選
択
理
由
を
分
析

し
た
結
果
、や
は
り
「
交
通
の
便
」

が
最
も
重
視
さ
れ
て
は
い
る
が
、

小
学
校
入
学
前
、
小
学
校
在
学
中

の
層
で｢

子
育
て
環
境｣

、
小
学

校
在
学
中
、
中
学
校
在
学
中
の
層

で｢

教
育
環
境｣

が
全
体
に
比
べ

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
子
育

て
層
の
１
割
強
か
ら
２
割
近
く
が

子
育
て
や
教
育
の
環
境
を
重
視
し

て
居
住
地
を
決
定
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
（
図
14
）。
ま
た
、｢

親

や
子
、
親
族
、
友
人
な
ど
が
い
る

か
ら｣

も
全
体
に
比
べ
て
高
く
、

子
育
て
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
期

待
で
き
る
人
間
関
係
の
有
無
も
居

住
地
選
択
の
ひ
と
つ
の
要
素
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

７　

お
わ
り
に

横
浜
市
で
は
、
少
子
・
高
齢
化

が
急
速
に
進
展
し
、
将
来
人
口
推

計
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
０
年
に
は

人
口
減
少
社
会
に
突
入
す
る
。

若
年
や
子
育
て
層
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
都
市
で
あ
る
た

め
に
は
、
東
京
圏
の
中
で
さ
ら
な

る
魅
力
を
創
り
出
す
必
要
が
あ
る
。

今
後
の
動
向
の
よ
り
詳
細
な
分
析

と
、
そ
れ
を
基
に
し
た
戦
略
的
な

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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市
民
の
気
質
や
感
性
が

自
分
と
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う
か
ら

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
が
近
く
に
あ
る
か
ら

犯
罪
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
る
か
ら

寮
や
社
宅
に
住
む
か
ら

生
ま
れ
育
っ
た

場
所
だ
か
ら

保
育
所
・
公
園
等
の

子
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が
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ら
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の
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い
物
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が

便
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だ
か
ら

親
や
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、
親
族
、

友
人
な
ど
が
い
る
か
ら

横
浜
が
好
き
だ
か
ら

自
然
環
境
が

身
近
に
あ
る
か
ら

自
分
や
家
族
の

持
家
だ
か
ら

住
ま
い
の
周
辺
が

静
か
だ
か
ら

家
賃
や
住
宅
の
価
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が

手
ご
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だ
か
ら

交
通
の
便
が
よ
い
か
ら
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図14　平成17年以降に移動した子育て層の現住地選択理由（複数回答）

図13　30代の移動前後の住所地別転入超過数
　　　[平成16～20年]

図12　30代の人口と転出入者数の推移

【人口動態と年齢別人口（横浜市行政運営調整局）】

【人口動態と年齢別人口（横浜市行政運営調整局）】

平成17年以降に現住地に住み始めた人で、第1子が小学校入学前、小学校在学中、中学校在学中である標本を集計したもの。
「全体」は、全標本の集計値。

【平成21年度横浜市民意識調査】
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